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図 3 本設備の全体配置の一例 
 
5. リサイクル顔料の適性評価 
 顔料物性と単独配合した場合の塗工紙紙質を表 1 に，A3
塗工紙への配合テストの結果を表 2 に示す。 
 塗工用顔料として良好な品質が得られていることがわか

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6. おわりに 
 製紙業界では従来よりリサイクルという観点から古紙の

再利用を図り，その利用率は年々増加してきている。その

ため，古紙再生プロセスで発生するスラッジについても，

その中に含まれる有価物の回収＝ゼロエミッションプロセ

スが望まれていた。本プロセスおよびその設備が古紙利用

率の向上ならびに環境対策の一助となればと考えている。 
 最後に本プロセスの開発および商品化に際し，多大なご

指導とご支援をいただいた王子製紙㈱ならびにスチールプ

ランテック㈱の関係各位に感謝の意を表します。 
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表 1 顔料特性と単独配合した場合の塗工紙紙質 

表 2 A3 塗工紙への配合テストの結果 


